
 

                         
 

  

 

 

                  

 
       

 

御 

本 

部 

生
神
金
光
大
神
大
祭
並
び
に 

教
主
就
任
奉
告
祭 

仕
え
ら
れ
る 

天
地
の
お
恵
み
が
豊
か
に
実
る
季
節
を

迎
え
、
ご
霊
地
で
は
今
春
三
月
二
十
七
日

に
教
主
に
ご
就
任
さ
れ
た
六
代
金
光
様(

金

光
浩
道
先
生)

ご
祭
主
の
も
と
、
御
本
部
生

神
金
光
大
神
大
祭
が
仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
第
五
波
の
感
染
者
が
よ
う
や

く
減
っ
た
時
期
で
、
各
教
会
か
ら
三
名
以

内
の
代
表
参
拝
と
い
う
規
定
で
ご
祭
事
が

仕
え
ら
れ
ま
し
た
。 

＊ 

こ
の
た
び
の
御
本
部
生
神
金
光
大
神
大

祭
、
並
び
に
教
主
就
任
奉
告
祭
は
、
十
月

三
日･

七
日･

十
日
の
三
日
に
わ
た
っ
て
仕

え
ら
れ
、
南
九
州
の
多
く
の
教
会
は
、
ご

祭
典
が
午
前
中
に
仕
え
ら
れ
る
十
月
三
日

に
参
拝
さ
れ
ま
し
た
。 

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

が
ま
だ
ま
だ
警
戒
さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で
、

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
の
準
備
が
さ
れ
ま
せ
ん
で

し
た
の
で
、
加
治
木
教
会
は
多
良
木
教
会

と
合
同
で
乗
用
車
で
参
拝
さ
せ
て
い
た
だ
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き
ま
し
た
。 

道
中
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ
に
恵
ま
れ
、

高
速
道
路
は
、
週
末
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ま
だ
ま
だ
行
楽
の
車
が
少
な
く
運
転
も
し

や
す
い
二
日
間
で
し
た
。 

〇 

十
月
二
日
は
、
安
全
運
転
に
気
を
つ
け
、

金
光
様
の
お
退
け
に
は
間
に
合
い
ま
せ
ん

で
し
た
が
、
早
め
の
就
寝
が
で
き
た
た
め
、

翌
早
朝
、
加
治
木
教
会
か
ら
参
拝
の
お
か

げ
を
頂
い
た
上
田
和
也
さ
ん
も
一
緒
に
、

久
々
に
金
光
様
の
お
出
ま
し
を
お
迎
え
さ

せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

              

教
祖
様
の
奥
津
城
・
教
団
墓
地
の
参
拝

は
、
到
着
日
の
日
暮
れ
時
に
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

御
本
部
の
御
用
奉
仕
体
制
は
、
ま
だ
ま

だ
コ
ロ
ナ
禍
で
の
自
粛
中
の
た
め
、
夜･

朝･

祭
典
前
の
教
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
金
光
様
へ
の
お
届
け
後
、
再
び

十
分
な
仮
眠
が
取
れ
、
図
書
館
を
訪
ね
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 〇 

ご
祭
典
は
、
三
月
に
新
た
に
ご
就
任
さ

れ
ま
し
た
教
主
金
光
様
ご
祭
主
の
も
と
に

お
仕
え
さ
れ
ま
し
た
。 

こ
の
度
の
御
大
祭
は
、
各
教
会
よ
り
三

名
以
内
の
代
表
参
拝
と
い
う
規
定
で
、
前

回
ま
で
は
二
名
以
内
と
い
う
こ
と
で
し
た

の
で
、
祭
場
も
や
や
参
拝
者
数
が
多
く
感

じ
ま
し
た
。 

         

〇 

教
話
の
時
間
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

岩
崎
道
與
先
生
の
教
務
総
長
あ
い
さ
つ
で

の
、
次
の
件(

く
だ
り)

は
、
こ
れ
ま
で
の
「
教

務
総
長
挨
拶
」
と
は
少
し
違
い
、
有
り
難

さ
が
し
み
じ
み
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
思

わ
れ
ま
し
た
。 

・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・ 

神
様
と
心
を
通
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
な
る
の
が
教
祖
様
の
信
心
で
す
。 

天
地
金
乃
神
様
は
、
教
祖
様
に
対
し
そ

う
で
あ
ら
れ
た
よ
う
に
、
私
た
ち
以
上
の

み
思
い
を
私
た
ち
に
注
い
で
下
さ
れ
て
あ

り
ま
す
。
お
か
げ
を
受
け
て
有
り
難
い
と

私
た
ち
が
喜
ぶ
以
上
に
「
よ
か
っ
た
な
ー
」

と
お
喜
び
下
さ
り
、
問
題
や
辛
さ
を
抱
え

て
い
る
私
た
ち
以
上
に
「
辛
い
な
ー
、
苦

し
い
な
ー
」
と
心
を
寄
せ
て
下
さ
り
「
よ

し
頑
張
ろ
う
」
と
前
を
向
け
た
時
に
は
「
そ

う
だ
、
そ
う
だ
」
と
背
中
を
押
し
て
く
だ

さ
る
、
私
た
ち
以
上
の
み
思
い
を
い
つ
も

降
り
注
い
で
下
さ
っ
て
あ
り
ま
す
。
こ
う

し
た
神
様
の
み
思
い
に
触
れ
る
の
が
教
祖

様
の
ご
信
心
で
あ
り
、
御
取
次
の
お
働
き

で
す
。
そ
う
で
あ
る
の
な
ら
ば
、
も
っ
と

も
っ
と
御
取
次
を
願
い
頂
い
て
神
様
の
み

思
い
に
触
れ
、
教
祖
様
と
同
じ
よ
う
に
、
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神
様
と
縦
軸
で
結
ば
れ
、
神
様
と
仲
良
く

な
る
生
き
方
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。 

（「
教
務
総
長
挨
拶
」
よ
り
） 

・
～
・
～
・
～
・
～
・
～
・ 

加
治
木
教
会
で
、
改
ま
り
の
目
標
と
し

て
い
ま
す
「
親
神
様
の
御
立
場
に
立
っ
た

信
心
」
の
内
容
を
お
話
し
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
も
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。 

真
実
に
、
真
剣
に
、
素
直
に
信
心
を
進

め
て
、
そ
の
よ
う
な
ご
信
心
に
到
達
さ
せ

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。 
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お
広
前
の

床 

張
り
替
え
工
事 （

教
会
長
）  

十
月
十
一
日(
月)

か
ら
十
六
日(

土)

に

か
け
て
、
お
広
前
の
床
の
張
り
替
え
工
事

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

以
前
か
ら
、
加
治
木
教
会
広
前
の
畳
が

傷
み
が
著
し
か
っ
た
の
で
、
床
を
張
り
替

え
て
、
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
と
な
り
ま
し

た
。 

               

               
人
吉
教
会
の
「
令
和
二
年
七
月
豪
雨
」

の
復
興
支
援
活
動
で
の
、
大
工
仕
事
の
お

手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
、
作
業
内

容
を
種
々
勉
強
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
の

で
、
そ
の
勉
強
し
た
内
容
を
忘
れ
な
い
う

ち
に
、
加
治
木
教
会
の
お
広
前
の
古
い
畳

を
取
り
外
し
て
、
床
板
を
張
り
、
タ
イ
ル

カ
ー
ペ
ッ
ト
を
敷
き
ま
し
た
。 

二
十
三
畳
の
広
前
の
、
十
八
畳
分
を
タ

イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
に
、
五
畳
分
を
フ
ロ
ー

リ
ン
グ
に
す
る
予
定
で
、
今
回
は
十
八
畳

分
を
タ
イ
ル
カ
ー
ッ
ペ
ッ
ト
に
し
ま
し
た
。 

工
程
期
間
は
六
日
間(

十
月
十
一
日
～
十

六
日)

で
、
加
治
木
教
会
の
信
者
の
皆
さ
ん

が
代
わ
る
代
わ
る
お
手
伝
い
に
来
ら
れ
ま

し
た
。 
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畳
を
上
げ
て
み
る
と
、
そ
の
下
に
敷
い

て
あ
る
板
は
ま
だ
十
分
使
え
る
新
し
さ(

三

十
年
ほ
ど
前
に
改
修)

だ
っ
た
の
で
、
そ
の

上
に
根
太
を
打
ち
、
断
熱
材
を
入
れ
、
コ

ン
パ
ネ
を
張
り
、
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
を

敷
き
ま
し
た
。 

六
日
間
を
か
け
、
ギ
リ
ギ
リ
で
の
で
き

上
り
で
し
た
。 

青
壮
年
信
徒
の
皆
さ
ん
は
、
時
々
こ
の

よ
う
な
御
用
に
当
た
っ
て
い
れ
ば
「
イ
ザ

復
興
支
援
活
動
！
」
と
い
う
時
に
、
き
っ

と
お
役
に
立
て
る
こ
と
で
し
ょ
う
・
・⁉

 

 あ
し
あ
と 

加
治
木
教
会
行
事
記
録 

…
… 

10
月 

…
…
…
… 

１
（
木
）
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

 

併
せ
て 

教
祖
ご
生
誕
祭 

２(

土)

～
３(

日)

御
本
部
御
大
祭
参
拝 

６
（
水
）
中
村
家
霊
祭 

９
（
土
）
清
掃
御
用    

10
時 

10
（
日
）
月
例
祭(

生
神
金
光

大

神

様)
 

併
せ
て 

月
例
霊
祭

10
時
半 

11(

月)

～
16(

土)

お
広
前
床
張
替
工
事 

18(

月)

～
19(

火)

甘
木
親
教
会
御
用(

教
会
長)

 

21
（
木
）
清
掃
御
用    

10
時 

22
（
金
）
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共

励

会

13
時
半 

24
（
日
）
人
吉
教
会 

御
大
祭 

11
時 

28
（
木
）
広
前
タ
イ
ル
カ
ー
ペ
ッ
ト
張
り

工
事 

31
（
日
）
清
掃
御
用    

10
時 

 

感 

詠 
 

教 

会 

長 
 

 

銀
杏
の
実
が
落
ち
次
は
寒
さ
待
ち 

黄
色
く
染
ま
る
日
は
い
つ
な
り
や 

 

足
痛
を
骨
ひ
び
入
り
と
心
配
し 

作
業
に
入
る
を
躊
躇
し
て
お
り 

 

足
痛
が
レ
ン
ト
ゲ
ン
に
て
異
常
な
く 

晴
れ
た
る
気
持
ち
で
作
業
に
当
た
る 

 

心
配
が
杞
憂
に
終
わ
り
お
る
こ
と
を 

い
か
に
尊
く
思
う
べ
き
か
な 

 

痛
み
あ
り
痒
き
こ
と
あ
り 

命
あ
る
か
ら
こ
そ
な
り
と
我
に
言
い
お
り 

 

久
々
に
お
湿
り
あ
り
て
生
き
返
る 

鉢
に
植
え
た
る
秋
に
咲
く
花 

 

御
用
あ
り
そ
の
中
に
あ
る
精
神
は 

ど
こ
ま
で
深
く
礼
び
て
お
る
か 

 

ご
霊
神
様
の
お
立
日 

十
一
月 

小
坂
道
夫 

之
霊
神

・
９
日
・
平
成
24
年 

濱
口
タ
エ 

之
霊
神

・
11
日
・
昭
和
12
年 

中
村
光
志 

之
霊
神

・
12
日
・
平
成
19
年 

大
重
為
昭
大
人 

之
霊
神･

13
日･

平
成
12
年 

吉
屋
ア
イ 

之
霊
神

・
14
日
・
昭
和
56
年 

瀬
尾
清
博 

之
霊
神

・
17
日
・
昭
和
49
年 

津
上
繁
子
姫
之
霊
神
・

19
日
・
平
成
29
年 

大
重
愛
子 

之
霊
神

・
20
日
・
平
成
２
年 

中
村
ハ
ル 

之
霊
神

・
21
日
・
大
正
７
年 

桐
野
ハ
ル 

之
霊
神

・
21
日
・
昭
和
63
年 

金
竹
ナ
ミ 

之
霊
神

・
24
日
・
平
成
19
年 

青
木
久
治 

之
霊
神

・
30
日
・
令
和
２
年 

         

ご
先
祖
の
ご
霊
神
様
の
、
現
世
・幽
冥(

か
く
り
よ)

で
の
お

働
き
あ
っ
て
の
今
日
の
私
た
ち
で
あ
り
ま
す
。  

 

 

立
日
の
月
に
は
、
故
人
を
偲
び
、
玉
串
を
奉
て
ん
し
て
お

礼
を
申
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 

教
会
で
は
、
十
日
の
月
例
祭
で
、
霊
前
で
の
玉
串
奉
て
ん

を
準
備
し
て
い
ま
す
。 
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十
一
月
十
日(

水) 

午
前
十
時
半
よ
り 

加
治
木
教
会 

月
例
祭 

に
併
せ
て 

立
教
記
念
祭

並
び

に

新
穀
感
謝
祭 

※
教
話
後
、
新
米
の
お
直
会
（
持
ち
帰
り
） 

奉
仕 

十
一
月
二
十
八
日(
日)
午
前
十
一
時 

加
治
木
教
会 

生
神
金
光
大
神
御
大
祭 
奉
仕 

※
祭
典
後
、
教
話
。 

前
日
清
掃
御
用 

お
直
会
は
お
持
ち
帰
り
で
す
。 

 

十
一
月
十
五
日
～
二
十
六
日 

御
大
祭
奉
迎 

信
行
期
間 

ご
祈
念･

研
修
～
午
前
五
時
十
五
分 

午
前
十
時 

 

《
記
念
祭
》 

(

予
定) 

十
一
月
三
日(

祝)
 

 

枕
崎
教
会 

十
一
月
二
十
一
日(

日) 

多
良
木
教
会 

十
一
月
二
十
三
日(

祝)  

宮
之
城
教
会 

 

 

教 

会 

行 

事 
 

…
… 

11 

月 

…
…
… 

１
（
月
）
月
例
祭(

報
徳) 

３
（
祝
）
枕
崎
教
会
85
年
記
念
祭 

６(

土)

or
７(

日)

少
年
少
女
会 

野
外
調
理 

９
（
火
）
清

掃

御

用     

10
時 

10
（
水
）
●
月

例

祭(

生
神
金
光

大

神

様)

 10
時
半 

併
せ
て  

立
教
記
念
祭
・
新
穀
感
謝
祭 

18
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

19 (

金)

●
月
例
祭(

天
地
金

乃
神
様)

共
励
会
13
時
半 

21
（
日
）
多
良
木
教
会
85
年
記
念
祭 

23
（
祝
）
宮
之
城
教
会
60
年
記
念
祭 

25
（
木
）
連
合
会
執
行
部
会(

鹿
児
島

教

会)

10
時
半 

27
（
土
）
御 

用 

奉 

仕 

28
（
日
）
●
加
治
木
教
会 

御
大
祭 

11
時 

30
（
火
）
清

掃

御

用   

10
時 

 

11
月
の
、 

22
日
の
月
例
祭
は
、

19
日
に
、 

変
更
さ
れ
て
い
ま
す
。 

（多
良
木
教
会
・宮
之
城
教
会
記
念
祭
の
た
め
） 

    

 

…
… 

12
月 

…
…
…
… 

１
（
水
）
●
報
徳
月
例
祭 

10
時
半 

３
（
金
）
●
甘
木
親
教
会
御
大
祭 

８
（
水
）
連
布
教
協
議
会(

加
治
木

教

会)
 

10
時
半 

９
（
木
）
清

掃

御

用    

10
時 

10
（
金
）
●

生
神
金
光

大

神

様 

月 

例 

祭 

10
時
半 

12
（
日
）
御
本
部
布
教
功
労
者
報
徳
祭

（
参
拝
は

未

定

） 

21
（
火
）
清

掃

御

用    

10
時 

22
（
水
）
●
月
例
祭･

共
励
会  

13
時
半 

29
（
水
）
清

掃

御

用  

10
時 

30
（
木
）
●
越 

年 

祭  

13
時
半 

◆
１
月
２
日
（
日
）
光
風
館
予
約
日  

10
時 

          


